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オガ屑・木片・樹皮等を使用した新しい木質材料製造技術の研究開発
平成１０年度～１４年度（県単）

並木 勝義・山吉 栄作

、 、製材所や木材加工場から副産物として産出されるオガ屑や木片および 全国的な課題となっている

間伐材等低位材の有効活用をするための新技術・新製品を開発することを目的とし研究を行った。本

年度はこれまでに開発した炭化材資材について、前年度達成できなかった難燃性について検討し、日

本建築総合試験所において難燃性を調べるための燃焼試験を行った。

１ 製造方法

炭化材資材の製造は、間伐材や木質廃材等を炭化した土壌改良材に使用されている粉粒炭またはセ

ラミック炭（木材チップの表面をベントナイト粉末でコーティングして炭化したもの）を原料とし、

二液硬化性のウレタン樹脂・レゾルシノール等をバインダーとして使用し製造する。

２．炭化材資材の燃焼試験

炭化材資材に難燃性能を付加するために、ＩＳＯ５６６０コーンカロリーメーターによる燃焼試験

を行った（表－１ 。試験体Ａは炭化物にセラミック炭を使用し、レゾルシノールをバインダーとし）

て製作したもの。試験体Ｂは炭化物に ℃で炭化した竹炭の粉砕したものを使用し、レゾルシノ1,000

ールをバインダーとして製作したもの。試験体Ｃは炭化物に ℃で炭化した竹炭の粉砕したもの1,000

を使用し、難燃性を高めたウレタン樹脂に燐酸アルミニュウム（ ）を添加したものをバインAlPO ４

ダーとして製作したものの３種類について行った。

表－１ 燃焼試験結果難燃材料の基準としては、

・加熱開始後５分

間の総発熱量が８Ｍ

Ｊ／㎡以下であるこ

と。

・加熱開始後５分

間、防火上有害な裏

面まで貫通する亀裂

及び穴がないこと。

・加熱開始後５分

、 、間 最高発熱速度が

１０秒以上継続して

２００ｋＷ／㎡越え

ないこと。

準不燃材料の基準

としては加熱開始後

１０分間の値が前述

の値を満たすこと。

不燃材料の基準と

しては加熱開始後２

試験体Ａ 試験体Ｂ 試験体Ｃ

大きさ（ｍｍ）  99.9×99.6 100.0×99.6  99.8×99.8

厚さ（ｍｍ）      14.1      16.4      15.6

質量（ｇ）      91.2      97.3     135.4

養生期間（日）      35      35      35

最高発熱速度（ｋＷ／ｍ
２

）５分間   22.9(284秒）   28.0(276秒）  131.7(290秒）

 １０分間   29.1(582秒）   30.8(594秒）  162.9(468秒）

加熱開始後総発熱量（ＭＪ／ｍ
２

）

１分間      0.26      0.02      0.08

２分間      1.04      0.09      3.13

３分間      2.08      0.61     10.94

４分間      3.29      1.75     17.91

５分間      4.53      3.24     25.33

６分間      5.86      4.80     33.99

７分間      7.28      6.19     41.09

８分間      8.65      7.73     50.43

９分間     10.00          9.39     58.95

１０分間     11.53     11.07     64.85
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０分間の値が前述の値を満たす

ことが条件となっている。

今回の試験では試験体Ａ、試

験体Ｂについては、試験開始後

５分間の総発熱量が ＭＪ／4.53

㎡、 ＭＪ／㎡、最高発熱速3.24

度 ｋＷ／㎡、 ｋＷ／㎡22.9 28.0

であり、難燃材料の基準値をク

リアすることが確認された。

試験体Ｃについては、試験開

始後５分間の総発熱量が Ｍ25.33

Ｊ／㎡、最高発熱速度 ｋ131,67

図－２ 時間と発熱速度・総発熱量の関係 試験体ＡＷ／㎡であり総発熱量において基

準値をクリアすることができな

かった。

時間と発熱速度・総発熱量の

関係を図－２～４に示した。

今後は試験体Ａ、試験体Ｂにつ

いて準不燃材料への検討と試験

体Ｃについて難燃性を高めるた

めの研究を行いたい。

なお、今回使用した竹炭は、

静岡県林業技術センターから提

供していただきました。研究へ

のご協力に深謝いたします。

図－３ 時間と発熱速度・総発熱量の関係 試験体Ｂ

図－４ 時間と発熱速度・総発熱量の関係 試験体Ｃ




